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当社の震災対策関連の主な取組み 
 

１．震災対策設備等の整備 

■災害用井戸の自主設置 

当社が管理する主要施設において計１３箇所に災害用井戸を自主設置し、災害発生時には、設置施設

ならびに近隣に生活用水を供給することが可能です。 
（設置施設）六本木ヒルズ＜２箇所＞、表参道ヒルズ、オランダヒルズ、愛宕グリーンヒルズ、 

元麻布ヒルズ、アークヒルズ、赤坂溜池タワー、アークフォレストテラス、後楽森ビル、

虎ノ門３７森ビル、芝公園住宅（社宅）、六本木住宅（社宅） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■震災備品の備蓄 

震災時対応の備蓄品として、非常用食料、飲料水、医薬品、生活用品、工具類などを備蓄しています。 

なお、非常用食料については、六本木ヒルズにおける約１０万食を含め、当社全体で約２０万食を備

蓄し、一般民間企業においては最大規模の備蓄を行っています。 

（非常用食料の内容）水、乾パン、パン、クラッカー、非常用ライス、缶詰、氷砂糖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■震災時非常用トイレの整備 
六本木ヒルズでは、震災時の地域内非難者対応として、さくら坂公園（港区提供公園）内に２箇所の

簡易トイレの設置が可能となるマンホールを整備、排水管は下水道接続部および下水道本管も含め耐

震仕様となっています。なお、備蓄品として、災害用簡易トイレの備蓄も行っています。 
 
 
２．震災時情報収集システムの構築 

■震災ポータルサイトの独自開発 

 震災時の被害状況等の迅速な把握のため、当社の各施設と本社との連絡手段として、インターネット

を活用した「震災ポータルサイト」を独自開発しています。休日・夜間でも、自宅から各ビルの災害

情報を共有することが可能です。また、ＮＴＴ専用回線によるＦＡＸ網も整備し、震災ポータルサイ

トとの併用により信頼性を高めています。 

 

 

 

 

 

 

 
災害用井戸（六本木ヒルズ） 放水訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
震災ポータルサイトの一画面 

 

 

■社員安否確認システムの構築 

 また、震災時の早期活動体制の確立を目的として、社員の安否確認および会社からの指示連絡を正確

かつ短時間に行うシステムを構築しています。一般電話、携帯電話、ＰＨＳなどの音声網に加え、携

帯メール、ＰＣメールを活用したシステムであり、全社員が年３回の訓練を実施しています。 

備蓄倉庫（六本木ヒルズ） 
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３．人的整備および各種訓練の実施 

■震災対策本部の設置および防災要員の配置 

震災対策要綱に基づき（震災対策本部の設置）、全社員について震災発生時の行動基準と役割を明確に

するとともに、総合震災訓練を年１回実施し、迅速な初動活動、復旧活動の実施に備えています。 

なお、１年のうちの約７割は夜間や休日の時間帯となり、震災時における初動活動の重要性は既知の

通りですが、当社では、事業エリア周辺に立地する社宅利用者を、有事の際の防災活動に従事する「防

災要員」として位置づけ、夜間・休日に震災が発生した場合でも迅速な初動活動が行える人的体制を

整備しています。 

 

■救命講習の受講 

当社社員や施設スタッフの救命講習受講（東京消防庁主催）を義務付け、心肺蘇生やＡＥＤ(自動体外

式除細動器)の習熟、怪我等の応急処置について訓練を行い、救命技能認定証の取得を推進しています。 

［ＡＥＤ(自動体外式除細動器)の設置］ 

当社では、六本木ヒルズやアークヒルズなど、多くの方々が利用される大規模な商業施設や住宅を

備えた施設に、突然の心停止に有効な救命機器：自動体外式除細動器（Automated External 
Defibrillator 以下「ＡＥＤ」）を設置しています。（全２８台） 

（ＡＥＤ設置施設）六本木ヒルズ、アークヒルズ、愛宕グリーンヒルズ、元麻布ヒルズ、 
パレットタウンウェストモール、表参道ヒルズ 他 

 

 

 

■震災宿直制度 

災害発生初期段階における情報収集や対策本部の立ち上げを迅速に行う要員の訓練として、施設管理

部門社員および全中堅社員による宿直制度を設け、全日(３６５日)実施しています。 

 

■徒歩訓練 

公共交通機関が混乱した場合の徒歩による出退社に備え、全社員を対象にした徒歩出退社訓練を年１

回実施しています。 

 

４．その他 

■耐震性に優れた建物の建設 

当社では、免震構造、制振構造など最新の地震対策技術を積極的に導入し、地震に強い建物の建設を

推進しています。 

 

Ex. 表参道ヒルズ 

表参道ヒルズは、商業施設と住宅の間に中間免震層を設けた中間免震構造です。免震効果により、

地表面の揺れが住宅部で大幅に低減されます。 

※免震上部(住宅部)に働く地震力(層せん断力)を約 1/5 に低減（８０％の低減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
積層ゴム 粘性ダンパー 

 

 

表参道ヒルズは、関東大震災の復興事業として１９２７年に建設された「同潤会青山アパート」の

建替え事業です。老朽化による当アパート建替えの取り組みは１９６０年代後半から始まり、紆余

曲折を経て、１９９５年の阪神淡路大震災による危機感の高まりが事業進展の契機となりました。

奇しくも、関東大震災の復興事業として建設された建物が、阪神淡路大震災により、２００６年に

「再生」されました。 

 

 

救命講習実施風景（AED 操作） 

旧同潤会青山アパート 表参道ヒルズ 
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■長周期地震動検知システムを導入したエレベータ管制システム 

六本木ヒルズ森タワーでは、新潟中越地震のように既往のエレベータシステムに備えられている地震計

（P 波、S 波）で感知しないレベルの「長周期地震動」を感知し、エレベータの安全な運行に役立てる

目的で、下記 2 種類の方式を併用する長周期地震動感知システムを導入しています。 
①ペンデュラム方式（図１） 

  建物頂部に備えられた振り子型のセンサーで、長周期地震動を建物の揺れとして感知し、信号を 
  発信します。 
②長周期地震動スペクトル方式（図２） （当社考案） 

  エレベータとは別に備えられているデジタル記録型の地震計を用い、初期の長周期地震動成分を 
感知し、建物の揺れに合わせエレベータ・ロープが共振して大きく揺れる前に信号を発信します。 

   
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エレベータ救出訓練の実施 

 エレベータ被害が軽微な場合について、メーカー係員等の到着を待たずに、施設スタッフによる閉じ込

め者の救出を可能とするための訓練を実施し、早期救出体制を構築しています。 

 

 

 

 

 

■非常用発電システムの整備 

六本木ヒルズでは、地域内に独自の電力と熱源を供給するエネルギープラント（特定電気事業施設）を

設置しています。当プラントは、省エネ性と環境に優れた高効率システムを構築し、また、都市ガスを

燃料に発電する発電施設は、非常時において、電力会社からのバックアップに加え、備蓄している灯油

による発電も可能なダブルバックアップシステムを構築し、供給の安定性・信頼性を高めています。 

 

 

 

 

 

 

図 1 図 2  

 

 

 

 

 

 

「逃げ出す街から逃げ込む街へ」 

 

当社は、「逃げ出す街から逃げ込む街へ」の

コンセプトのもと、大規模再開発の特性を活

かして、災害に強い安全・安心の街、開発地

域のみならず周辺地域への貢献も果たす防

災拠点を目指し、オープンスペースや交通イ

ンフラの整備等、都市基盤の整備をはじめ、

ハード、ソフトの両面にわたる様々な対策を

講じています。 

 

 

ペンデュラム方式 長周期地震動スペクトル方式 

地震発生後、建物の揺れで共

振した「振り子」が A 点、B
点の節点接触により長周期

地震動の揺れを検知する。 

地震発生直後の初期の揺れ

を分析（スペクトル解析）し、

長周期地震動の成分を検知

する。 

平常時 

地震時 

分析 

六本木ヒルズの電力供給バックアップ系統図 

この長周期地震動

の成分(山)を検知 

六本木ヒルズ 


